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■
T
M
R
セ
ン
タ
ー
統
合
に
向
け
て
圧
縮
梱
包
機
の
作
動
を
確
認

■
利
用
農
家
側
か
ら
の
利
便
性
・
品
質
を
評
価（

一
／
十
～
十
一
日
　
熊
本
県
八
代
市
）

　

広
酪
は
中
期
三
か
年
計
画
に
基
づ
く

T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統
合
計
画
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
去
る
十
二
月
十
四
日
の
第
九
回

理
事
会
で
は
「
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
」を
導
入
し

た
先
進
事
例
に
お
い
て
、
故
障
が
多
く
修
繕

費
が
か
さ
ん
で
い
る
と
の
現
況
情
報
を
得
た

中
で
、
堅
牢
性
が
高
い
圧
縮
梱
包
機（
松
本

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
製
の
ラ
ッ

プ
プ
レ
ス
マ
ス
タ
）を
導
入
選
定
機
種
に
加

え
る
た
め
の
検
討
に
あ
た
り
、
そ
の
機
器
導

入
先
の
熊
本
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

「
八
代
T
M
R
セ
ン
タ
ー
」と
同
セ
ン
タ
ー
で

製
造
さ
れ
た
T
M
R
を
利
用
す
る
酪
農
家
を

視
察
し
た
。

■
圧
縮
梱
包
T
M
R
の利

用
農
家
を
視
察

　

圧
縮
梱
包
T
M
R
を
利
用
す
る
古
閑
牧
場

を
視
察
し
た
。
同
牧
場
は
、
ご
夫
婦
と
ご
子

息
の
三
名
で
経
産
牛
三
十
三
頭
を
飼
育
。
果

樹（
梨
）経
営
と
の
複
合
経
営
で
、
酪
農
作
業

の
他
に
梨
の
剪
定
や
施
肥
作
業
に
従
事
さ
れ

（古閑さんの利用状況を聞く役員ら）

（
開
封
し
た
T
M
R
飼
料
を
確
認
す
る
役
員
ら
）

て
い
る
。
視
察
で
は
、
実
際
に
梱
包
さ
れ
た

T
M
R（
五
百
kg
梱
包
）の
ラ
ッ
プ
の
開
封
作

業
の
協
力
を
お
願
い
し
、
作
業
効
率
や
開
封

後
の
製
品
品
質
を
確
か
め
、
実
際
の
利
用
状

況
等
の
お
話
を
伺
っ
た
。牧
場
主
か
ら
は「
品

質
も
大
変
良
く
、
扱
い
も
良
好
」と
の
言
葉

が
あ
っ
た
。

（八代 TMRセンター内の製造ライン。左が圧縮梱包機）
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○
今
月
の
表
紙
　　

▼
三
月
三
十
日
、
尾
道
・
松
江
線
の
三

次
東
J
C
T
・
IC
か
ら
吉
田
掛
合
IC
間

の
一
般
交
通
開
放
が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
た
。

▼
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
口
和
IC
付
近
か

ら
開
通
間
近
の
路
線
を
撮
影
し
た
。（
ア

ン
グ
ル
は
、
口
和
IC
側
か
ら
高
野
IC
側
）

▼
尾
道
・
松
江
線
は
、
広
島
県
尾
道
市
を

起
点
と
し
て
、
三
次
市
付
近
で
中
国
自

動
車
道
に
接
続
し
、
さ
ら
に
中
国
山
地

を
横
断
し
て
島
根
県
松
江
市
を
終
点
と

す
る
延
長
約
百
三
十
七
㎞
の
高
速
道
路

で
あ
る
。

▼
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道（
西
瀬
戸
自
動

車
道
）と
一
体
と
な
り
、
山
陰
～
山
陽

～
四
国
の
連
携
を
強
化
し
、
沿
線
地
域

の
社
会
経
済
・
生
活
文
化
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

▼
こ
の
道
路
は
、
二
十
六
年
前
の
昭
和

六
十
二（
一
九
八
七
）年
九
月
に
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
と
し
て
新
規
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

▼
ま
も
な
く
開
通
す
る
三
次
東
J
C
T
・

IC
か
ら
吉
田
掛
合
IC
間
で
は
、
既
に
周

辺
の
県
道
沿
い
に
道
路
案
内
看
板
も
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
開
通
に
向
け
て
最
後

の
追
い
込
み
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

▼
広
島
県
内
区
間
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
十
一
月
に
尾
道
J
C
T
か
ら

世
羅
IC
間
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
い

る
。

▼
平
成
二
十
五
年
度
に
、
吉
舎
IC
か
ら

三
次
東
IC
の
区
間
が
一
部
供
用
開
始
さ

れ
、
全
区
間
の
開
通
は
平
成
二
十
六
年

度
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
こ
の
路
線
は
、
旧
日
本
道
路
公
団
に
よ

り
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
六
年

一
月
か
ら
新
直
轄
方
式
に
よ
り
無
料
の

高
速
道
路
と
し
て
、
尾
道
J
C
T
か
ら

三
刀
屋
木
次
IC
の
延
長
百
十
一
㎞
を
国

土
交
通
省
が
暫
定
二
車
線
で
整
備
を
進

め
て
い
る
。

▼
尾
道
・
松
江
線
完
成
に
併
せ
て
バ
ス
運

行
会
社
の
路
線
変
更
も
あ
り
、
片
や
地

域
は
便
利
に
、
片
や
地
域
は
バ
ス
路
線

廃
止
等
に
よ
る
人
口
移
動
の
減
少
か
ら

地
域
疲
弊
が
課
題
と
の
声
も
聞
こ
え
て

く
る
。

▼
広
酪
本
所
の
所
在
地
が
あ
る
三
次
市

は
、
路
線
開
通
を
控
え
三
次
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
、
観
光
事
業
の
展
開
な

ど
に
よ
る
人
口
流
入
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

▼
広
酪
に
と
っ
て
も
路
線
開
通
は
集
乳
業

務
や
購
買
品
の
物
流
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

▼
庄
原
市
の
口
和
IC
で
三
月
十
日
に
開
通

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
口
和
IC
か
ら
三
次

東
IC
区
間
で
「
家
族
で
歩
こ
う
・
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う
」等
の
行
事
を

予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

▼
皆
様
も
参
加
さ
れ
て
み
て
は
如
何
で
す

か
？

ザ・視察
■
八
代
T
M
R
セ
ン
タ
ー
視
察

　

原
料
の
仕
込
み
か
ら
ラ
ッ
プ
作
業
ま
で
の

一
連
の
行
程
を
視
察
し
、
飼
料
充
填
圧
縮
梱

包
機
や
飼
料
攪
拌
機
等
の
動
作
確
認
、
導
入

時
の
検
討
内
容
等
を
聞
い
た
。
T
M
R
の
飼

料
設
計
は
、
基
礎
配
合
に
加
え
、
飼
料
用
米

や
W
C
S
の
ほ
か
、
み
か
ん
粕
や
豆
腐
粕
等

の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
使
っ
た
コ
ス
ト
抑
制
が

図
ら
れ
て
い
た
。

（ラップ状況を確認する役員ら）

（ラップで 6面包装された出荷を待つ 500kg の TMR 製品）

■
視
察
の
ま
と
め

　

今
回
の
視
察
か
ら
、参
加
し
た
役
員
ら
は
、

組
合
員
の
利
便
性
や
T
M
R
の
品
質
向
上
、

コ
ス
ト
面
等
を
考
慮
す
る
中
に
あ
っ
て
、
広

酪
に
あ
っ
た
機
器
選
定
を
前
提
に
、
一
月
末

を
期
限
と
す
る
広
島
県
へ
の
機
器
選
定
期
限

ま
で
に
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
と
圧
縮
梱
包
機
の

両
面
か
ら
選
定
に
向
け
た
検
討
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
を
ま
と
め
た
。


